
























































































































































































































































































































現在イメージ ― ― F（１，３７）＝４．２５ ＊
過去イメージ F（１，３８）＝０．４６ n.s. F（１，３８）＝０．６５ n.s. F（１，３８）＝０．３４ n.s.
未来イメージ ― ― F（１，３８）＝３．０８ †
時間イメージ ― ― F（１，３６）＝４．６４ ＊
（†；p＜．１０ ＊；p＜．０５）
Table３ 単純主効果検定
従属変数 pre post 実験群 統制群
現在イメージ 実験群＞統制群（†） n.s. n.s. post＞＞＞pre
未来イメージ 実験群＞統制群 n.s. n.s. n.s.




参加者 年齢 タイプ サイコエデュケーション実施後の感想
１ ３０代 SV 福祉職についているが、その中で専門職を目指したいと。進むべき
か現状のままでいたほうがいいのか悩んでいる。タイプ的には進む
べきなのでは、と感じた。











４ ５０代 TF 今、私自身専門的な仕事をやっており、今現在の自分はありのまま
でいよいのかな？と感じている。困難なことがあっても、以前より
がんばれると感じるのはこの成果なのかな、と思った。
５ １０代後半 TF 今、やりたいこと目指している事そのままだったので安心した。自
分はやっぱりこの道を進むべきだと実感。それが分かって勉強を今
もできていることは幸せ。




















１０ ２０代 TF 「TF」のタイプであることは、きっと自他共に共通の認識なので
はないかなと感じることが多い。「AU」の低さにも納得。出来れば
「TF」のような道を進みたい。







































































































































アンカーと現状 M SD 被験者間効果
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